
 

 

【
既
報
】「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く

り
活
動
賞
」
に
応
募
、
昨
年
十
一
月
二
日
、

主
催
者
賞
を
受
賞
し
た
。 

応
募
の
き
っ
か
け
は
、
観
た
目
に
は
素

晴
ら
し
い
「
四
谷
の
千
枚
田
」
で
あ
る
が
、

急
傾
斜
地
の
小
さ
な
田
ん
ぼ
を
耕
す
百

姓
は
想
像
以
上
の
労
苦
を
強
い
ら
れ
て

い
る
割
に
、
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
く
、
保
存

継
承
に
も
限
り
が
あ
る
。
そ
ん
な
折
、
平

成
三
十
年
五
月
、
宮
崎
県
選
出
の
江
藤
衆

議
院
議
員(

元
農
林
水
産
大
臣)

か
ら
棚

田
支
援
法
案
作
成
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、

「
百
姓
の
立
場
で
本
音
」
を
お
伝
え
し
た
。 

令
和
元
年
、
貴
重
な
国
民
的
財
産
で
あ

る
棚
田
を
保
全
し
、
棚
田
地
域
の
有
す
る

多
面
的
機
能
の
維
持
増
進
、
持
続
的
発
展

及
び
国
民
生
活
の
安
定
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
棚
田
地
域
振
興

法
」
が
施
行
さ
れ
た
。 

同
時
に
、
政
府
は
、
内
閣
府
、
総
務
省
、

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通

省
、
環
境
省
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
を

も
っ
て
構
成
す
る
棚
田
地
域
振
興
連
絡

会
議
を
設
け
、
施
策
の
総
合
的
か
つ
効
果

的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
連
絡
調
整
を

行
う
こ
と
と
な
つ
た
。 

（
指
定
棚
田
地
域
振
興
協
議
会
） 

指
定
棚
田
地
域
を
管
轄
す
る
新
城
市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
、
農
業
者
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
、

地
域
住
民
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の 

 

他
を
含
め
、
令
和
三
年
四
月
十
六
日
、「
四

谷
の
千
枚
田
地
域
振
興
協
議
会
」
が
発
足
。 

農
林
水
産
省
で
は
、
棚
田
地
域
の
振
興

に
関
す
る
取
組
を
積
極
的
に
評
価
し
、
国

民
全
般
に
、
棚
田
地
域
の
活
性
化
や
多
面

的
な
機
能
に
対
す
る
理
解
を
目
的
に
、
改

め
て
優
良
な
棚
田
を
認
定
す
る
取
組

（
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
～
ふ
る
さ
と
の
誇

り
を
未
来
へ
～
（
ポ
ス
ト
棚
田
百
選
）
」
）

を
実
施
。
令
和
四
年
二
月
十
四
日
、「
四
谷

の
千
枚
田
」
も
選
定
さ
れ
た
。 

波
及
効
果:
「
中
山
間
地
等
直
接
支
払
制

度
」
五
期
再
加
入
。「
四
谷
の
千
枚
田
地
域

振
興
連
絡
協
議
会
設
立
」
加
算
措
置
。「
ポ

ス
ト
棚
田
遺
産
」
認
定
。
超
急
傾
斜
農
地

保
全
管
理
加
算
措
置
。
ほ
か 

保
存
継
承
に
邁
進
す
る
百
姓
に
も
、
や

っ
と
国(

政
府)

を
挙
げ
て
支
援
し
て
い

た
だ
く
に
至
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
鑑
み
、

広
い
視
野
か
ら
応
募
を
思
い
立
っ
た
。 

応
募
レ
ポ
ー
ト(

か
い
つ
ま
ん
で) 

《
表
題
》
四
谷
の
千
枚
田
を
地
域
の
宝
と

し
た
「
む
ら
づ
く
り
」 

か
つ
て
は
千
二
百
九
十
六
枚
の
田
ん

ぼ
が
耕
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
六
年

施
行
の
減
反
政
策
と
経
済
成
長
の
煽
り

を
受
け
、
平
成
初
期
に
は
三
百
七
十
枚
ま

で
に
減
少
、
こ
れ
を
危
惧
し
た
記
入
者

(

小
山
舜
二)

は
平
成
三
年
、
地
域
の
宝
と 

し
た
保
存
活
動
を
始
動
。
平
成
八
年
に
は

四
百
二
十
枚
ま
で
復
元
、
同
九
年
に
は
行

政
の
受
け
皿
と
し
て
念
願
の
鞍
掛
山
麓

千
枚
田
保
存
会
が
設
立
。
「
ふ
る
さ
と
水

と
土
ふ
れ
あ
い
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、

ふ
れ
あ
い
広
場
や
四
阿
、
水
車
な
ど
の
施

設
整
備
が
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
非
効
率
な

棚
田
に
作
業
道
も
整
備
さ
れ
た
。
自
然
環

境
、
多
様
性
に
富
ん
だ
棚
田
を
都
市
近
郊

住
民
の
心
の
オ
ア
シ
ス
、
ビ
オ
ト
ー
プ

(

生
き
も
の
の
空
間)

と
し
て
地
域
の
宝
、

新
城
市
、
愛
知
県
の
顔
、
国
民
の
財
産
を

目
指
し
、「
継
続
は
力
な
り
」
を
格
言
に
活

動
、
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

取
組
の
具
体
的
内
容
及
び
成
果
（
効
果
） 

①
自
然
景
観 

 

世
界
の
人
々
を
き
っ
と

虜
に
す
る
愛
知
の
風
景
の
一
つ
と
し
て

「
四
谷
の
千
枚
田
」
は
ゆ
る
ぎ
な
い
地
位

を
築
き
、
都
市
近
郊
住
民
の
癒
し
の
場
を

提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
然
豊
か
な
景

観
と
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
場
所
と
し

て
国
内
外
と
も
に
定
評
が
あ
る
。 

事
例 : 

映
画
「
あ
ん
」、
ド
ラ
マ
「
リ
ー

ダ
ー
ズ
」
の
撮
影
場
所
と
し
て
、
ま
た
、

COP10

招
致
活
動
に
貢
献
、
ジ
ブ
リ
パ
ー

ク
構
想
等
々
。
昨
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
あ
さ

イ
チ
」、「
お
は
よ
う
日
本
」
な
ど
三
本
が

放
送
さ
れ
、
民
放
各
社
、
新
聞
記
事
な
ど

多
彩
を
極
め
た
。 

 

新
城
市
北
西
部
地
域
自
治
区
交
付
金

を
活
用
し
た
観
光
名
所
案
内
看
板
や
ベ

ン
チ
を
設
置
す
る
な
ど
訪
れ
る
人
々
に

「
癒
し
の
空
間
」
を
与
え
て
い
る
。 

②
体
験
学
習 

稲
作
を
通
し
た
農
業
体

験
学
習(

地
元
鳳
来
寺
小
学
校
・
豊
橋
調

理
製
菓
専
門
学
校
・
Ｊ
Ａ
愛
知
東
農
協

「
こ
ど
も
農
学
校
」)

の
受
入
れ
。
市
立
鳳

来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
を
始
め
広
範

囲
に
「
自
然
観
察
会
・
生
物
多
様
性
を
学

ぶ
」
等
々
の
学
習
会
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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③
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
活
動 

企
業
は

環
境
に
配
慮
す
る
責
務
が
あ
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
新
城
市
に
お
け
る
一
大
企
業

横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
の
新
入
、
幹
部
社
員

研
修
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
保
存
会

共
々
毎
年
実
施(
十
六
年
間
継
続)

し
て

い
る
。
そ
の
相
乗
効
果
と
し
て
環
境
に
や

さ
し
く
育
て
ら
れ
た
稲
藁
を
工
場
敷
地

内
で
「
ど
ん
ぐ
り
」
な
ど
広
葉
樹
の
育
苗

の
敷
き
藁
と
し
て
活
用
、
工
場
内
に
植
栽

し
て
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減

に
尽
く
し
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
か
ら

は
四
谷
の
千
枚
田
全
域
を
調
査
地
点
と

し
て
生
物
多
様
性
調
査(

モ
ニ
タ
リ
ン

グ)

、
二
十
六
年
か
ら
は
ビ
オ
ト
ー
プ
二

か
所
を
造
成
、
本
年
は
特
定
外
来
植
物
の

駆
除
作
戦
な
ど
「
四
谷
の
千
枚
田
」
の
環

境
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
。
同
社
と
保
存

会
の
交
流
は
植
樹
祭
に
参
加
し
た
り
、
全

国
規
模
の
奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル
会

場
整
備(

沿
道
清
掃)

な
ど
を
通
じ
る
こ

と
に
よ
り
絆
は
深
い
。 

 

ま
た
、
全
耕
作
面
積
が
三
六
㌃
と
規
模

も
小
さ
く
販
米
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が

実
情
で
、
災
害
、
飢
饉
に
備
え
た
備
蓄
米

を
古
米
と
し
て(

株)

丸
八
製
菓(

八
雲
だ

ん
ご)

に
出
荷
、
そ
の
古
米
を
地
域
特
産

品
「
千
枚
田
五
平
餅
」
と
し
て
東
三
河
郵

便
局
の
宅
配
品
や
道
の
駅
な
ど
で
販
売
、

好
評
を
博
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
社
の
協

力
を
得
て
平
成
二
十
九
年
か
ら
継
続
し

て
い
る
「
四
谷
の
千
枚
田
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
は
夏
休
み
期
間
中
、
小
・
中
学
生
を

対
象
に
実
施
。
こ
れ
も
八
雲
だ
ん
ご
の
大

き
な
協
力
を
得
て
毎
年
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
同
社
と
チ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
の
協
力
で

千
枚
田
に
リ
ア
ル
案
山
子
を
設
置
、
訪
れ

る
人
々
に
癒
し
を
提
供
し
て
い
る
。 

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

毎
年
、
六
月
第
一
土

曜
日
に
は
「
お
田
植
感
謝
の
夕
べ
」(

平
成

十
八
年
～)

と
銘
打
っ
て
千
枚
田
の
農
道

沿
い
に
千
五
百
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
、

天
空
に
は
大
輪
の
花
火
を
打
ち
上
げ
、
田

植
え
の
労
と
、
都
市
近
郊
住
民
、
地
域
の

絆
を
図
る
催
し
を
実
施
。(

コ
ロ
ナ
感
染

症
を
危
惧
、
三
年
間
中
止) 

十
二
月
の
第
二
日
曜
日
に
は
収
穫
感

謝
祭
を
実
施
。
搗
き
立
て
の
餅
や
捕
獲

(

有
害
獣)

し
た
イ
ノ
シ
シ
の
「
し
し
汁
」

や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
を
大
判
振
る
舞
い
、

「
河
西 

忍
の
愉
快
な
仲
間
た
ち
」
の
奏

で
る
天
空
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
し
を
盛

り
上
げ
る
。
等
々
、
地
域
ぐ
る
み
の
活
動

に
い
と
ま
が
な
い
。 

⑤
地
域
の
絆
、
む
ら
づ
く
り
等
は
各
方
面

に
定
評
が
あ
り
、
講
師
、
講
演
の
依
頼
が

あ
る
。
令
和
元
年
に
は
中
部
環
境
推
進
五

市
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
「
四
谷
の
千
枚
田

環
境
活
動
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
全
国

農
村
振
興
技
術
連
盟
主
催
の
令
和
元
年

度
農
業
農
村
整
備
地
方
セ
ミ
ナ
ー
で
は

「
地
域(

む
ら)

の
宝
～
四
谷
の
千
枚
田 

地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
～
」
と

題
し
て
講
演
。
ま
た
、
季
刊
誌
農
村
振
興

(

８
月
号
掲
載)

に
提
言 

地
域(

む
ら)
の

宝
を
寄
稿
、
新
城
市
立
鳳
来
寺
山
自
然
科

学
博
物
館
に
於
い
て
令
和
二
年
夏
の
特

別
展
「
四
谷
の
千
枚
田
展
」
を
開
催
す
る

な
ど
、
保
存
会
、
地
域
が
一
丸
に
な
っ
た

「
む
ら
づ
く
り
」
が
各
方
面
に
評
価
さ
れ

て
い
る
と
思
う
。 

継
続
は
力
な
り
… 

・
令
和
元
年
度
農
林
水
産
省
「
第
六
回 

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村(

む
ら)

の
宝
」

に
お
い
て
地
域
住
民
と
も
ど
も
住
環
境

整
備
や
各
種
活
動
、
他
の
団
体
を
交
え
た

地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
展
開
が
評

価
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門
に
選
定
、

受
賞
式
は
首
相
官
邸
で
行
わ
れ
た
。
同
時

に
東
海
農
政
局
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
む
ら
の

宝
に
も
選
定
さ
れ
た
。 

・
令
和
三
年
度
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
む
ら
の

宝
」
で
は
東
海
農
政
局
個
人
部
門
に
選
定

さ
れ
た
。
冒
頭
、
小
山
は
「『
紆
余
曲
折
』

は
あ
っ
た
が
、『
四
谷
の
千
枚
田
』
を
地
域

の
宝
と
位
置
付
け
、
三
十
余
年
歩
ん
で
き

た
。
耕
作
者
、
地
域
住
民
や
行
政
、
企
業

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
こ
こ
ま
で

や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
受

賞
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
頂
い
た
宝
物

で
、
そ
の
感
謝
は
言
い
尽
く
せ
な
い
」
と

お
礼
を
述
べ
た
。 

・
特
別
教
科
「
道
徳
読
本
」(

ビ
オ
ト
ー
プ
。

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
全
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

県
教
育
振
興
会
第
四
巻
「
あ
い
ち
発
見 

コ
レ
、
な
～
ん
だ
」
に
資
料
提
供
、
掲
載
。

現
在
、「
新
城
の
社
会
科
」
作
成
協
力
。 

・
情
報
発
信
と
し
て
毎
月
発
行
し
て
い
る

「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
も
こ
の
五
月

に
二
百
二
十
五
号
を
発
行(

新
城
市
のHP

で
も
発
信)

、
好
評
を
博
し
て
い
る
。 

・
令
和
三
年
九
月
、
名
古
屋
ち
く
さ
座
で

開
催
さ
れ
た
大
人
の
勉
強
会
「
歴
史
と
継

承
」(

文
化
庁
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推

進
事
業)

に
お
い
て
講
演
予
定
で
あ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
動
画
で

配
信
。
並
行
し
て
ソ
ニ
ー
ス
ト
ア
名
古
屋

で
「
千
枚
田
写
真
展
」
を
開
催
。 

以
上
が
受
賞
応
募
の
概
略
内
容
。 

  

【
既
報
】「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
二
百

二
十
号
に
掲
載
し
た
丸
八
製
菓(

八
雲
だ

ん
ご)

さ
ん
か
ら
の
ご
寄
付
を
、
有
意
義

に
活
用
し
た
い
と
の
思
い
と
、
会
員
の
意

向
を
踏
ま
え
、
田
ん
ぼ
の
畦
畔
や
急
傾
斜

地
の
法
面
、
荒
廃
農
地
な
ど
の
草
刈
り
に

は
な
か
な
か
買
え
な
い
が
、
必
要
不
可
欠

な
「
ス
パ
イ
ク
型
足
袋
靴
」
が
ご
厚
意
に

見
合
う
と
判
断
し
、
会
員
に
配
布
し
た
。 

 

会
員
は
思
わ
ぬ
お
年
玉
に
「
う
れ
し
い

…
と
か
、
一
生
懸
命
や
ら
に
ゃ
あ
ノ
ン
…
」

と
喜
ん
で
も
ら
っ
た
。 

 

本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。 

                     

行 
 

令

和

五

年

一
月

十

五

日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


